
１７才の君たちへー太陽と海の教室
（織田裕二主演、フジテレビ、Ｈ２０年９月８日）
　拝啓
　静岡の海はどうですか？湘南の海は、今日も変わらず穏やかで、夜になると学校
の教室にいても、ここちよい波音が聞こえます。海のすぐそばにあるこの学校を僕
はずいぶんと気に入ってしまいました。できることならあの太陽と海のそばに教室
を移し、君たちと話したかった。
　今日まで、僕がみてきたもの、僕が行った場所、僕が出会った人、この世界には、
ありとあらゆる事がある。だけど僕たちはその一部しか見ることができない。だか
ら僕たちはできるかぎり旅をし、人と出会うべきなんだと思う。生きていればいや
な事もあるだろう。いやな人に出会うこともあるだろう。それでも君は、生き続け
なければいけない。
　君は１７才だ。君が今まで過ごしてきた時間は、君がこれから生きる時間のほん
の一部なんだから。君が生きてきた場所は、君がこれから行く世界のほんの一部な
んだから。
　君はまだ人を嫌いになる程人に出会っていない。君はまだ世界が嫌いになる程ど
こにも行っていない。君はまだ生きることに絶望する程生きてはいない。
　君が知っているその小さな世界から出ればまだまだ希望はある。君が信じた数だ
け希望はある。
　どうか信じてほしい。君が住むこの世界は君が思うよりずっとまぶしく、ずっと
美しく、あの太陽と海のように、君を迎えいれてくれる・・・・。　　　　　　　
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